
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年１２月１日 
（ 発 行 ） 

日田市夜明公民館 
夜明中町 1547 

 

 

歴史学習会バス研修 

【２面に記事】 

 

 

・寄せ植え教室 

プランターにさまざまな植物を配置し、冬のガーデニングを楽しみましょう。 
 

日 時 ： 令和３年１２月１５日（水）午後７時～ 
場 所 ： 夜明公民館 
講 師 ： 苑田 文子 氏 
参加費 ： 2,500 円 

持参物 ： スコップ、ハサミ、手袋 
締切り ： １２月 ６日（月）までにお申込みください。 

 

・フラワーアレンジメント教室 

色鮮やかな花々で自分だけのアレンジを作り、すてきなお正月を迎えましょう。 
 

日 時 ： 令和３年１２月２５日（土）午後１時３０分～ 
場 所 ： 夜明公民館 
講 師 ： 後藤 尚美 氏 
材料費 ： 2,200 円 
持参物 ： 花器、園芸用ハサミ 

締切り ： １２月１５日（水）までにお申込みください。 
 
  ※材料準備の都合がありますので、申込期日の厳守をお願いいたします。 

※お申込みは、夜明公民館（TEL27-2122）まで、お電話をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２８日、夜明史談会代表の森山雅弘先生を講師に、歴史研修バス旅行「紅葉の二豊路

をゆく」を開催し、宇佐、安心院・院内の文化財や名所を巡りました。 

大分県歴史博物館では特別展が開催されており、日田市日高町で出土された国の重要文化

財「金銀錯嵌珠龍文鉄鏡」を見ることができました。普段は東京国立博物館に所蔵されている

ためとても貴重な機会であり、参加者の皆さんは興味深く見入っていました。 

宇佐市柳ヶ浦では、東光寺五百羅漢を拝観しました。石像が５００体以上並んでおり、その

個性的な表情を見比べて回りました。安心院町では鏝絵通りを見学しました。院内町では、石

橋が７０基以上残っており、この中から４ヵ所ほどを視察しました。残念ながら無くなってし

まった大肥橋と重ねるように、当時の石工の技術を偲んでいました。 

 

１１月１３日、大分県環境教育アドバイザーの葛西満里子

さんを講師にお迎えし、大明チャレンジ教室第５講「環境学

習」を開催しました。 

身近な環境問題をクイズ形式で出題していただき、レジ袋

は国民一人が年間３００枚使用していること、１枚作るのに

おちょこ１杯（約 20ml）の石油が使われていること、約 8.7

枚のビニール袋で自動車は約１㎞走ることなど、資源保護の

必要性を学びました。 

また、プラスチックごみの問題では、世界中の海岸には毎年

１３億トンも流れ着いており、ほとんどのプラスチックは分

解されずにマイクロプラスチックとなり、海洋生物が誤って

体内に取り込み死んでしまうそうです。 

最後に、「紫外線チェックビーズ」を作りました。屋外で紫

外線を感知すると色が変わるビーズを糸で編みこみ、手軽に

持ちまわることができるアクセサリーにもなるようです。 

スライドのクイズを考えます 

ビーズ編みに挑戦 

川面に写る分寺橋 

 

鏝絵通りを散策 鳥居橋は下を通れます 

１１月１５日、中楚公民館を会場に、日出町の堀義孝さんを

講師にお迎えして、夜明上町寿大学「歌って動いていきいき元

気」を開催しました。 

堀さんからは、音楽をとおした健康の維持について講演く

ださいました。歌うことや笑うことは脳の活性化に大切で、生

活の中でも歌をうたいながら体を動かすことを心掛けてほし

いとお話しいただきました。 
右手と左手で別々の動きを 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月５日、夜明地区・大鶴地区の自治会長や地域住民、ま

た集落支援員で組織する「大肥の郷まちづくり会議」の皆さん

が、大明中学校を訪れました。 

中学生に、自らの考えでまちの将来ビジョンをイメージし

てもらう機会になるよう企画されたもので、⓵災害から復興

してまちを元気にすること、②大鶴駅と今山駅の活用、をテー

マに、まちを「デザイン」しました。 

１１日には発表会が行われ、こんな場所にしたい、こんなも

のがあったらいい、などのデザインが発表されました。自然環

境の活用はもちろんですが、インターネットやＳＮＳの利用

が身近な世代らしい、「映えスポット」などのアイデアも多く

出されていました。 

三日月サークルの皆さんが１１月２６日、上津江町の女性

グループ「しらくさ郷の華」の皆さんを訪ねました。 

三日月サークルでは、会員が高齢化また減少する中、加入者

も少なく活動も縮小傾向にあるなど、課題が多いと意見が出

されていました。他地区の女性グループと交流し意見交換す

ることでお互いの参考になればと企画したもので、夜明・上津

江の両公民館が支援しました。 

交流会では両グループが発足の経緯や現在までの活動内

容、そして悩みを発表し、和気あいあいとトークタイムを過ご

しました。しらくさ郷の華さんは農産物の加工を主な活動と

されており、三日月サークルと異なるところもありますが、地

域へ対する思いやイベントへのかかわりなど、多くのヒント

があったように感じました。 

 

 

１１月２１日、夜明中町では子ども神輿が町内を巡りまし

た。 

中町育成会が計画したもので、杷木山をスタートし川崎か

ら祝原へ、町内の家々を巡りました。法被姿で「わっしょい、

わっしょい！」と頑張る子どもたちへ、沿道からは大きな声援

が贈られていました。 

伺った白草（はくそう）公民館 

学年 氏名 昇級 

中１年 小田 彩稀 ２級 

小６年 原 裕芽 ３級 

 

 

公民館で水曜日に行っているそろばん教室で、検定

での昇級者が誕生しました。 

日頃の努力が実を結びました。おめでとうございま

す。これからも皆さん、昇級を目指し頑張りましょう。 

笑顔あふれる交流会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜明まちづくり運営委員会では、コロナウイルスの影響で長い自粛生活をがんばっている

皆さまに、「少しでも暖かな気持ちになってもらいたい」と、夜明交流センターグラウンドに

イルミネーションを設置いたします。コロナウイルス感染症が一日も早く終息し、日常の明る

い日々を取り戻せることを期待しています。 

 

期  間 ： 令和３年１２月１０日（金）～令和４年１月１６日（日）予定 

会  場 ： 夜明交流センター グラウンド 

点灯時間 ： １７時ごろ～約４時間 

      １７時ごろ～約６時間（１２月２９日～１月３日） 

 

行 事 日にち 時 間 

通学合宿代替事業 親子陶芸教室 ５日（日） 午前１０時～ 

成人セミナー ガーデニング教室 １５日（水） 午後 ７時～ 

地域活動支援事業 桜守の会による門松設置 １７日（金） 午前１０時～ 

ふるさとの歴史学習会 ２１日（火） 午前１０時～ 

成人セミナー フラワーアレンジ教室 ２５日（土） 午後 １時３０分～ 

大明チャレンジ教室 ２７日（月） 午前 ９時～ 

 

 

１２月２９日（水）から令和４年１月３日（月）まで、日田市夜明公民館並び

に日田市夜明振興センターは休業となります。 

ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

１１月３０日、夜明交流センターでは、夜明にこにこ保育園

児による苗植えがありました。 

地域の方にもお手伝いいただき、かわいい手で菜園には玉

ねぎを、花壇にはビオラやパンジー、そしてチューリップを植

えました。春まで成長を楽しみながら、見守ることになりま

す。 


